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<驚響〉

Barro-Grossmanの r均衡jモデノレに関する覚書

内館和男

周知のように， 1976年に出駁された Barro-Gros器man の著書 F現。出y，

Employment and Infl以 ion，lは， Patinkiねによる服売制約企業 (thesales-

constrainted firms)の行動分析と Clowerによる雇用劉約家計 (theemp-

loy治 ent-constrai討ed households) の行動分析とを組合せてできた一般不

均衡モデル (thegeneral dis告別i1ibriummod日じの分析手法とその成果を

示している。現のマグロ経済学の源はもちろん Keyn部の irTheGeneral 

Theory of Employment， Int灯台8tand MoneY.n (1936) であるが，マグ担

j原は Patinkin irMoney，Int位記号t，and Pric邑s，l

(1956， 1965)に求められるかもしれなL、。そこに於し、て彼は，実繋資産効

(the real bal紛 cedeffect)の議入によって価悩想論と設幣理論との統合

会試み，そのマグロモデルを構成したのである。これに対して議近 Barro-

Grossmanは.新古典派耀諭とケインメ経済学の統合に際してラ臨定価絡手

法 (thefixed price methoのおよびその下での thespillov配r邑ffe討を霊

し? あらわした。彼らの基本的な考え方は1971年The

American Eco日omicRevi号W 鳴っ “A General Disequi1ibriurn 

民主odelof Incom色 andEmplyoment" されている。そこでの(不均衡〉

モデノレは P設tinkinの(均衡〉モデノレと構成の点モ、類似しているが，前識の

議物に於いて被らはs 家計の行動原理を呉時点間の効用最大化問題に求めて

それのより一般化を試みてし、る O この研究ノ…トはその一般化さ

特にその予算税約式についての覚書である。

Barro-Grossm乳れのIiMoney，Emplαyment設ねて1InflationJ] thε 
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basic modelは，均衡モデノレで、あり基本的には Patinkinのそれである O た

だ家計の効用最大化行動が intertemporalな問題となっており，家計は計画

期間Nに至るまでの効用の総和
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(1) 

を最大化するものとして定式化される。そしてこの場合の家計に対する制約

条件式を Barro-Grossmanは次のような theasset exhaustion equationに

求めているo

M(N) M(O) ，""T /_ _，¥， W ('N' ，</~，\..l~ ('N 
一下一= 一 下 一+N・(πーτ)+ァ J0 15 (帥-J 0 cd(t)dt=O 

(2) 

この研究ノートの目的はこの式(前出書 p.13 (1・8)式〕の吟味にある。

したがって以下では，この式を導出するために使用された家計行動の原型を

彼らの意図に泊って明示的に定式化することからはじめよう。

Barro-Grossmanが考えていた家計行動の原型は次に示されるような予算

制約〈貯蓄関数〉体系の下で(1)式を最大化するという intertempora1な問題

として定式化されるであろう。即ち，

M(l) M(O) ， W(O) 
一一一一=一一一十一一一~15(O)+ [π(0)ーτ(O)J-cd(O) 

P(O) - P(O) ， P(O) 

M(2) M(l)， W(l) 
一一一一=一一一一一+一一一一一一18

(1)+[π(1)ーτ(1)J-cd
(1) P(1) - P(1) I P(1) 

M(3) M(2) ， W(2) 
一一一一一=一一一一+一一一一一15(2)+[π(2) -r(2)Jーが(2)P(2) - P(2) I P(2) 

M(N') M(N'-l)， W(N'-1) 
一一一一一一一一一一一←ー+一一一一一一一1s(N'-1)+ [π(N'ー1)一τ(N'-
P(N'-1) - P(N'-1) ， P(N'-1) 

1)J -cd(N'-l) 

M(N'十1) M(N') ， W(N') 
一一一一=一一一一+一一一一一1s (N') + [π(N')ーで(N')J-cd(N') 

P(N') - P(N') I P(N') 
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M(N'十2) 双(N'十1)・
…一一…一一一一一一一十(π(N'十1)一τ(N'+ l)Jーが(N'+l)
P(N'ト1)- P(N'-トエ〉

M(N'十3)… M(N'十2)
一一一一一一…一一一一+[π(N'十2)…1:(N'什 )Jーが(N'+2)P(N'ート2)- P(N'斗 2)

M(N) M(N-1) 
一一…一一一一一一…+[rr(N-1)…τ似-1)J-cd(N-1) P(N -1) - P(N-l) 

主盟主ど;どい(削〉ーが)J-cd(N) 
P(N) - P(N 

して

M(Nゃ1)=0

この制約式体系のうち最後の式以外の若手式り，各期の可処分酔得と期奮の質

幣保有残高との総和から消費支出 りが期末の貨幣保有残高にな

ることを示している。最下設の式は最終計劉期間 ストッグ 1うしば

ロ，長期間Nに於いて資産をすべてl後い議してしまうことを意味している O

ここで今携 (0期)以外の各変数はすべて期待備や計磁様である oBarro-

Grossm呂廷によれば， 1極格穿 科i閉そして穂税の各変数につい

将来にわたって不変であると懇定して，即ち，

P(O)=P(1)口P(2)口・・・…・・..，・".….. • . . . • • ~之=P(N)=P

W(O)= W(l)= W(2)コ……………...……出羽T(N) W 

交(0)二作(1)=党(2)=……・…・…・・.....……冗(N)出合

τ(0)江口すく1)二誌で(2)=……………........・・・ M 出τ(N)口才

の想、定の下で彼らの消費計磁および労働供給計彊を決定すると仮定されてい

る。さらに後らはこの仮定の下でよ述の制約式体系の湾辺を O期からN揺に

わたって加算して也君都民texhaustio心的uationを導出している。 v

M(N+ M(O) ， r1¥.T ， 1'¥(_ _¥， W rN' 
O 一一…一一--=--n--や (N ート 1)(π- 1:)十~j ls(t)dt 

r r r J 0 

-f:rd似 t
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が Barro-Grossmaれによる家計行動分新の税約式であるc

家計行動の涼定式化と Barro-Grossmanによる定式化とす形式的に比較

すると次のことが藍ちにわかるJ はじめに，藤定式化に於ける縦約条件式体

系は Barro-Grossmaれによる式化の制約条件式 thea詣setexhaustion equ-

ation毛f含蓄するが多 the ass告texhaustio孔巴quationを満足する家計の

消費計画や労動{供給計画は必ずLも原体型の制約条件式体糸を満足定せると

はi後らなL、。彼らが第二三誌に於いて theliquidity co附 traintという節を新た

v;:::.加える必繋が生じたのは， まさにこの問題と関連している。次tこ， Barro-

Grossman前出警察に於ける theasset-exhlilusti-on equation (2)式とわれわれが

導出したそれの{め式とは計癒3韓関最終の設幣ストック

ってし、ることがわかる 前者はほ(N)!Pであり， 込1(N十l)/P

である。 こまもはプ口一変数と異なりストック変数については期:首と との

IK分をど爾確にさせる と

カミ

もっということさど彼らが少な

この点に関して披していないことによるものと思われる。

月号で読者の理解な混乱さぜているο 参考のためにここ れている各期

のスト y ク量およびフロ 図示しておこう。こここてぐわれわれが主主

しておく必要があるのは芳、今期((~題〉のアローとして三訴される貨幣増加

量は期首の紫幣ストッグ M(O)には変化をおよぼさたいが，期末の紫幣スト

ッグ M(l)の増大合示すという点であるο

。 2

G綴のG 
期
設

ブ口一

ストック
M(O) 

ス下ッタ
M(l ) 

N N+l 

J 一一 I
N-1NN期のN
期期ブロ一期
米請 求

スγ ッタ 又トック
M(N) M(N-ト1)

し、ま， われわれは租税ずの引下げに晃会う額だけブロ…としての賞幣供給

msjP こなう政策の効果について考えてみよう。 Barro-!Grossmaれによ

れば， V 

L. 

の増加を意味し，

(nonwag!ξW悦 lth) Q謎 M(O)/P十N・〈πー τ〉

したがって消費支出を橋大させ労畿供給を減少せしめるが，
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それらの鵠数関係それ容体に拭影響きとおよぼさなし、というのは，彼らによ

る家計行動の定式化，期ち theasset exhau:sti仰 を equation(2)式の縦約の下

で総効用仏)まえの議大化を計ると Lづ定式化からは，消費支出および労働供給

WjPと葬祭金賀選 JJだ吋に依存した裂となるからであ

る。他方，家計行動の豚定式化iこ去れば，消費支出および労働供給は今諮首[

貨幣ストッタ量だけでなく，将来の実幣ストッグ盤にも依存している。とこ

ろで貨幣供毅の増大政策時今期首の貨幣ストッタ議には影響をおよぼさない

が，今期末おぷび将来の貨幣ストヂダ監を増大させるので，この将来資産の

増大効果をど通じて消費支出は増大し労働供給は減少すると考えられるG こ

れ法先の B、."rro-Grosa臨むによる消費関数 cd=cd (W/P， jおおよび労犠

供給関数1"='ド (WjP，.JJ)全それぞれジブトざぜることになる。

以上の分析結巣会!iMoney，Employment and lnflationj第一章に於ける

国 1・3を料用して解説してみよう O 国に於けるい=1s曲線は労働市場を均

衡せしめる実費繋金WjPと非賃金資産 aとの絵合せの軌跡を示し， yd 

納線は生漆物市場事r均衡せしめる袴変数め組合せの軌跡である。将来資皇室の
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増大効果を還じて先の政策が労欝および生態物雨市場の均衡関係におよ

交長は 1d 1$そして yUロ y民間線をそれぞれ実線から破線へと左ガシフト

させることである O この結築，経済全体の均衡点は点入から点Bへと

る。この結論はBarro-Grossmanのそれと全く黙なっている。第一に，物線

上昇は均衡aの減少分だけ Barro-Grossmanのそれより高くなる。

変化は 1d口い路線と ydニ y' 的線とのジフトの軍令に依存して決る。

したがって食金と物価との比例的上昇は必ずしも成立しなし、。最後に，貨幣

供給政策が連続的に実施される場合事各窮菅の貨幣ストッタ

けるが，これはその後の各拐の均衡分析に大きな変化合住じさ

しつづ

、。

にそれは上国に於ける人点およびB.;な民相当する均衡点の位霊を変化させる

各期毎に前述のような均衡点の移動が生じると L、う分析結果は

。以下で使F認する記長手は Barro-Gro~sman uMoney， Employment aml InffationJ 

(1976) 

2) この議論はへリコプタ…による設中散布式貨幣供給のケー

解できる。尚，企業;主主愛幣需要なおこなわなし

L 、。

3) 将来綴絡の上兵期待が将米資産のi設大期待と開通経で、あとらならば，おarro-Grossm釦

の分析結果とわiーにたり険金と物{似の主主{倒的1二弁が成主乙ずる。

4) 迷統的な焚幣供給政策が連絞的な物{随上芥をひきおこし均衡点への到達をゑ久

にぶ可能なものとするという伽rro-Gros器manの続論は， lイ) j価格毒事の期待形成，

(ロ)t批 assetexbaustion equation， (ぺ笈幣愛のブ口ーとストッタとの区別室持

経淡支体に関する intert付nporalな問題と経済余体の均衡に関する intertemporal

な問題との区別擦についての彼らの混乱や終il!Jな考え二ぢに基づいている。


